
（横市臨研）参考様式 4-1                

Ver1.0_2018/3/31 

 

情報公開用文書（附属病院で実施する医学系研究） 
（単施設研究用） 

西暦 2020 年 8 月 7 日作成  第 1 版 

研究課題名 急性期病院における転倒・転落に関する研究 

研究の対象 

2018 年 12 月 1 日から 2019 年 9 月 30 日までに「横浜市立大学附属病院」の

「一般病棟」に入院され、かつ退院された 16 歳以上の方を対象とします。小児科・

精神科・個室病棟・結核感染症病棟の患者さんは今回の研究対象には含まれません。 

研究目的 

・方法 

(1) 研究目的：関東圏内の急性期病院 1 施設における入院患者さんの転倒・転落の実

態から、その発生に影響する要因を検討することです。 

(2) 方法：電子カルテから転倒・転落に関する情報を収集させて頂きます。 

研究期間 西暦 2020 年 11 月 12 日 ～ 西暦 2024 年 12 月 31 日 

研究に用いる 

試料・情報 

の種類 

① 基本情報：年齢，性別，在院日数，診療科，病棟，手術の有無 

※個人を特定できる情報は、一切取り扱いません。 

② 入院中の転倒・転落の有無 

③ 転倒に関わるチェックリスト（転倒・転落アセスメントスコア） 

入院時に患者さんにご説明させていただいている転倒のチェックリストの項目・

合計得点を収集させて頂きます。 

④ 患者さんの病状や状態の指標：（重症度,医療看護必要度 I） 

患者さんの日々の病状に合わせて記録されている情報を収集させて頂きます。 

⑤ 一般病棟の情報：入院患者数、病床稼働率、看護必要度を満たす患者さんの割合 

患者さんに直接関わる数値ではありませんが、入院患者様の人数や病状から計算

される病棟毎の数値です。研究では月毎の数値を収集させて頂きます。 

⑥ 転倒・転落時の状況（入院中に転倒・転落された方のみ） 

転倒・転落が発生した日付、場所、時間、場面などについての情報を収集させて

頂きます。 

本研究に関するご質問・ご相談は、下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、研究計画

書及び関連資料を閲覧することが出来ますので下記連絡先まで電話またはメールでお申出下さい。 

また、当該研究にて情報が使用されることにご了承頂けない場合は、研究対象といたしませんので、

研究開始日から 1 ヶ月以内に下記の連絡先までお申し出ください。その場合でもご本人に不利益が

生じることはございません。 
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問合せ先および研究への利用を拒否する場合の連絡先 

研究責任者 

横浜市立大学大学院医学研究科 看護学専攻基礎看護学分野 教授 佐藤 政枝 

電話番号：045-787-2511（研究室直通） E-mail：m_satoh@yokohama-cu.ac.jp 

研究分担者 

横浜市立大学大学院医学研究科 看護学専攻大学院生(博士前期課程)三浦 武 

                               E-mail：t186621b@yokohama-cu.ac.jp 

 


